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Top Message

明治グループは「健康にアイデアを」

のグループスローガンのもと

健康という新たなフィールドで、

人、社会、地球の全てが

笑顔となるサイクルを創出していきます。

枠に捉われず、創意工夫によって、

自らを超え続けていきます。 

次の���年に向けて、私たちの挑戦が始まります。

私たちは、感染症領域のリーディングカンパニーとして、ワクチンによる予防から、
抗菌薬による治療にわたるラインアップを充実させます。新薬開発による薬物治療
の進歩だけでなく、高品質なジェネリック医薬品を国内外に提供し、幅広い疾患
領域における薬剤費の適正化や医薬品へのアクセス向上に貢献します。
さらに、事業を展開する中で「ワクチン事業の強化」や「CMO(受託製造)/CDMO

（受 託 開 発 製 造）の強 化」に取り組 みます。「健康にアイデアを」のグループス
ローガンのもと、「健康」というフィールドで大きな役割を果たしていくことを目
指します。生命関連産業に携わるものとして、日々謙虚に努力を重ねていくこと
が私たち一人ひとりの志です。

私たちの使 命 は、「おいしさ・楽しさ」の世 界を拡 げ、
　 　 　 　 　 　 　 　「健 康・安 心」へ の期 待に応えてゆくこと。
私たちの願いは、「お客さまの気 持ち」に寄り添い、
　 　 　 　 　 　 　 　日 々の「生 活 充 実」に貢 献すること。
私たち明 治グループは、「食と健 康」のプロフェッショナルとして、
常に一 歩 先を行く価 値を創り続 けます。

グループ理念

Meiji Seika ファルマ株式会社
代表取締役社長

小林 大吉郎

感染症のリスクから人々を
守るために、自らの事業を通して
社会課題の解決に寄与します。

01 02



明治グループ
����ビジョン

明治グループは「こころとからだの健康に貢献」「環境との調和」
「 豊 か な 社 会 づくり」の � つ の テ ーマと、共 通 の テ ーマで あ る
「持続可能な調達活動」を掲げ、マテリアリティ（重要課題）とKPI
（重要業績評価指標）を設定して取り組みを進めています。

明治グループサステナビリティ����ビジョン
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持続可能な調達活動

こころとからだの
健康に貢献

豊かな
社会づくり

環境との
調和

国連機関・関連団体との連携
明治グループらしいSDGsの取り組み
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目指す企業グループ像 

Our Vision

明治グループがさらなる成長を果たすための指針として「明治グループ����ビジョン」を掲げています。
経営計画を着実に遂行してビジョンを実現し、中長期的な企業価値の向上を図ります。

コンセプト

創業から続く「健康価値の提供」を再認識し、世界の人々や社会と健康をシェアする
サステナブルな企業グループとして、成長の実現に向けた取り組みを実行します。
※「ROESG」は一橋大学教授・伊藤邦雄氏が開発した経営指標で、同氏の商標です。

明治グループ����ビジョン

����中期経営計画

明治ROESG®※経営の実践
利益成長とサステナビリティ活動の同時実現

第�ステージ

第�ステージ
第�ステージ

2018
2020

2023
2026

「 継 続 的 戦 略 課 題 へ の 取り
組み」と「成長に向けた新た
な挑戦」

明治ROESG®経営の実践
利益成長とサステナビリティ活
動の同時実現

目指す企業
グループ像

明治グループ���年で培った強みに、新たな技術や
知見を取り入れて、「食と健康」で一歩先を行く価値
を創造し、日本、世界で成長し続ける

1 コア事業での
圧倒的優位性の獲得 3 健康価値領域での

新たな挑戦 4 社会課題への
貢献2 海外市場での

成長基盤の確立
重点方針

数値目標
海外売上高比率

��%を目指す

営業利益成長率

� 桁台半ば以上(年平均) ��%以上を維持

ROE

ROEと外部評価機関のESG指標に
明治らしいサステナビリティ目標を加えた独自指標を設定

明治
 ROESG®ROE ESG指標

目標達成
明治らしさ
目標達成

明治グループの医薬品セグメントとして、����年からグループ会社に加わったＫＭバイオロジクスと経営資源を融合
させてシナジーを生み出し、予防と治療で感染症対策に貢献していきます。社会課題である新型コロナウイルス
感染症の拡大防止に向け、ＫＭバイオロジクスのワクチンに関する豊富なノウハウや新型インフルエンザのパンデ
ミックに対応できる生産能力、抗菌薬のトップメーカーとしてのMeiji Seika ファルマ独自の製造・開発技術を生かし、
ワクチンの開発や治療薬の取り組みなどを推進してまいります。

ＫＭバイオロジクスとの一体運営

●医薬品セグメント
●食品セグメント

予防と治療で感染症対策をリード。
経営資源の融合で新たなシナジーを生み出します。

���� 中期経営計画

重点課題

1 事業戦略

ROIC活用による経営管理体制強化2
成長投資の継続と強固な財務基盤構築の両立3
サステナビリティ����ビジョンの着実な実行4

新領域への挑戦

➀ Meiji Seika ファルマ・ＫＭバイオロジクスの
　 一体運営推進（ワクチン事業の強化）
➁ CMO（受託製造）／
　 CDMO（受託開発製造）の強化

全 体

医薬品セグメント

活動テーマ

活動ドメイン

Our Sustainability

詳しくはこちら



当社は、新薬メーカーとして他社に先駆けてジェネリック
医薬品事業に取り組んできました。感染症・中枢神経系領
域を中心に、利便性に優れた高品質なジェネリック医薬
品を提供しています。さらに、����年にグループに加入し
たインドのメドライクでジェネリック医薬品を製造。厳しい
品質マネジメントにより、日本水準の高い品質を低コスト
で実現しています。
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感染症・中枢神経系疾患の重点領域、ジェネリック医薬品を
展開し、人々の健康と生命を支え続けていきます。

医療用医薬品

抗菌薬

����年にペニシリンの培養を開始して以来、抗菌薬の
トップメーカーとしての地位を築いてきました。各系統の
製品を揃え、全身性抗菌薬でのリーディングカンパニー
のポジションを確立しています。開発から生産に至るまで
バリューチェーンを国内で完結できる体制を築き、国内で
��%以上のシェアを持つペニシリン系注射抗菌薬の安
定供給を実現します。

ワクチン

ＫＭバイオロジクスが開発・生産している「インフルエンザ
ワクチン」や百日せき菌の抗原を含む四種混合ワクチン、
日本脳炎に対するワクチンなど、ヒト用ワクチンの販売を
しています。世界的にワクチンの重要性とニーズが高まる
中で、感染症の予防に重要なワクチンの安定供給と情報
提供を通じて日本の公衆衛生の向上に貢献していきます。

中枢神経系領域

高齢化、生活習慣の変化、ストレス増加などを背景に近年
疾患患者が増加するうつ病・統合失調症に対して、日本
初のノルアドレナリン作動性・特異的セロトニン作動性抗う
つ薬「リフレックス」や統合失調症治療薬「シクレスト」など
の豊富な治療薬をラインアップし、専門MRによる適切な情報
提供に努めています。

ジェネリック医薬品



Meiji Pharma USA Inc.

当社は����年から抗菌薬の輸出を開始しました。インドネシア、
タイ、中国、スペイン、インドなどの現地子会社を拠点に、グローバルな
生産体制、販売網を整備。����年にCMO/CDMOの豊富な実績と
大規模生産設備を有するインドのメドライクをグループに加え、世界
的に拡大する医薬品受託製造の需要に応えます。

メイジ・ファルマ・スペイン, S.A. メドライク Limited PT.メイジ・インドネシア・
ファーマシューティカル・インダストリーズ

成長が期待されるアジア市場をはじめ
世界各国への事業展開を加速しています。

海外事業

新たな知見と技術を取り入れ、新薬、ヒト用ワクチンを軸とした企業成長を
目指すとともに、ジェネリック医薬品の研究にも取り組んでいます。また、
ＫＭバイオロジクスが培ってきたワクチンに関する豊富な経験を生かし研究
開発の一体運営を推進していきます。

生 産

原薬・原材料調達から製造・包装・出荷に至るまで、GMPに基づいた厳格
な品質管理体制の下で生産。サプライチェーン全体を一元管理し、安定
的に供給できる体制を整えています。高度な製造設備と厳格な製造管理、
従業員一人ひとりの品質に対する高い意識をもって、確かな品質の製品
を医療現場にお届けしています。

信頼性保証

患者さん、医療関係者の皆さまから信頼を頂いて社会に貢献していくこと
を信頼性保証の基本方針とし、そのために品質マネジメントシステムを構
築・運用して、信頼性の確保・向上に取り組んでいます。原材料調達を含めた
製造管理・品質管理や副作用等の情報収集と適正使用情報の提供に関わる
信頼性保証活動を進め、安心して使用できる製品をお届けしています。

研究開発

医薬研究開発本部

新たな薬の種や外部機関からの導入品についての開発戦略を策定し、最も
相応しい国・地域で臨床試験を実施し、製造販売承認を取得します。さらに、
医薬品の適正使用のための医学的なエビデンスの創出を進めています。

製薬研究所

世界の医療に貢献する有用で高品質な医薬品を早期に安定的に医療
現場へ供給できるよう、医薬品候補物質の創出や構造解析、物性評価
を行うとともに、原薬および製剤の規格試験法や製法の確立、工業化、
原価低減を効率的に行っています。

タイ・メイジ・ファーマシューティカル
Co., Ltd.
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ハイヤスタ錠

【設立】����年��月�日
【代表取締役社長】小林 大吉郎
【連結従業員数】�,���人（����年�月��日現在）

【事業内容】医療用医薬品の製造販売等
【資本金】���億��百万円
【本社所在地】〒���-���� 東京都中央区京橋二丁目�番��号

医薬北海道支店／医薬東北支店／医薬東京支店／医薬関東支店／医薬中部支店／医薬関西支店／
医薬中四国支店／医薬九州支店

●支店

●研究所

●工場
岐阜工場

●グループ会社

●グループ会社
広東明治医薬有限公司／PT. Meiji Indonesian Pharmaceutical Industries／
Thai Meiji Pharmaceutical Co., Ltd.／Medreich Limited／Genovo Development Services Limited／
Adcock Ingram Limited／Adcock Ingram Pharma Private Limited／Medreich Life care Limited／
Medreich plc／Medreich Australia Pty Ltd.／Medreich Far East Limited／Inopharm Limited／
Medreich New Zealand Limited／Meiji Pharma Spain, S.A.／Meiji Seika Europe B.V.／Meiji Pharma USA Inc.

Meiji Seika ファルマ株式会社 

明治製菓の前身『東京菓子株式会社』設立1916

東京菓子、 商号を『明治製菓株式会社』と変更1924

抗生物質「ストレプトマイシン明治」発売 

抗生物質の輸出開始

1950

国産初の抗生物質「カナマイシン明治」発売1958

抗不安薬「メイラックス」発売1989

ジェネリック医薬品事業に本格参入1998

抗生物質「メイアクト」発売1994

日本初のMRSA感染症治療薬 抗生物質「ハベカシン」発売1990

抗うつ薬「デプロメール」発売1999 

共同持株会社『明治ホールディングス株式会社』を設立し、明治製菓・明治乳業が経営統合

抗生物質「オラペネム」、 抗うつ薬「リフレックス」発売

2009

明治グループ内事業再編により医薬品事業会社『Meiji Seika ファルマ株式会社』発足2011

統合失調症治療薬「シクレスト」発売

アレルギー性疾患治療剤「ビラノア」発売

ジェネリック医薬品製造販売子会社 『Me ファルマ株式会社』設立

2016

生物学的製剤(ワクチン等)の研究・開発・製造・販売会社
 『ＫＭバイオロジクス株式会社』がグループに加入

季節性インフルエンザワクチン 「インフルエンザ ＨＡワクチン『ＫＭB』」発売

2018

国内

海外

事業所・グループ会社

Meiji Seika Pharma Co., Ltd.

●本社

幅広い疾患領域における薬物治療の進歩、
薬剤費の適正化、医薬のアクセス向上に貢献してきました。

沿革 会社概要
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カナマイシン

メイアクト

リフレックス

シクレスト

ビラノア

ペニシリン

抗悪性腫瘍剤「ハイヤスタ錠」発売2021

ペニシリンの製造開始、医薬品事業を始める1946

インド『メドライク』がグループに加入

ジェネリック医薬品 抗生物質「タゾピペ明治」発売

2015

製薬研究所

Meiji Seika ファルマテック株式会社／Me ファルマ株式会社／大蔵製薬株式会社／Romeck Pharma合同会社／
都輸送株式会社

2022 医療用医薬品製剤製造会社『Meiji Seika ファルマテック株式会社』設立


